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【手続補正書】
【提出日】平成24年6月7日(2012.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明にかかる撮像装置は、離れた位置に設置された少な
くとも１つの補助光投光装置により補助光を投光させて位相差検出方式の焦点検出を行う
撮像装置であって、前記補助光投光装置から補助光パターンに関する情報を取得する取得
手段と、撮像画面における第１の方向の位相差検出を行う第１の検出部と前記第１の方向
と直交する第２の方向の位相差検出を行う第２の検出部の少なくとも一方の検出部を備え
た焦点検出手段と、前記撮像装置の姿勢状態を検出する姿勢検出手段と、前記姿勢検出手
段により検出された姿勢状態に基づいて、前記焦点検出で用いられる検出部に対応した補
助光パターンを判断する判断手段と、前記判断手段により判断された補助光パターンの補
助光を投光できる前記補助光投光装置に補助光の発光を指示する指示手段と、を有するこ
とを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明にかかる撮像システムは、補助光を投光させて位相差検出方式の焦点検出
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を行う撮像装置と、該撮像装置と離れて設置された少なくとも１つの補助光投光装置とを
含む撮像システムであって、前記撮像装置は、前記補助光投光装置から補助光パターンに
関する情報を取得する取得手段と、撮像画面における第１の方向の位相差検出を行う第１
の検出部と前記第１の方向と直交する第２の方向の位相差検出を行う第２の検出部の少な
くとも一方の検出部を備えた焦点検出手段と、前記撮像装置の姿勢状態を検出する第１の
姿勢検出手段と、前記姿勢検出手段により検出された姿勢状態に基づいて、前記焦点検出
で用いられる検出部に対応した補助光パターンを判断する判断手段と、前記判断手段によ
り判断された補助光パターンの補助光を投光できる前記補助光投光装置に補助光の発光指
示を行う指示手段と、を有し、前記補助光投光装置は、所定の投光パターンで補助光を投
光する発光手段と、補助光パターンに関する情報を前記撮像装置に伝達する伝達手段と、
前記指示手段による発光指示を受けて補助光を前記発光手段に発光させることを特徴とす
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　離れた位置に設置された少なくとも１つの補助光投光装置により補助光を投光させて位
相差検出方式の焦点検出を行う撮像装置であって、
　前記補助光投光装置から補助光パターンに関する情報を取得する取得手段と、
　撮像画面における第１の方向の位相差検出を行う第１の検出部と前記第１の方向と直交
する第２の方向の位相差検出を行う第２の検出部の少なくとも一方の検出部を備えた焦点
検出手段と、
　前記撮像装置の姿勢状態を検出する姿勢検出手段と、
　前記姿勢検出手段により検出された姿勢状態に基づいて、前記焦点検出で用いられる検
出部に対応した補助光パターンを判断する判断手段と、
　前記判断手段により判断された補助光パターンの補助光を投光できる前記補助光投光装
置に補助光の発光を指示する指示手段と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記取得手段は、前記補助光パターンに関する情報として、少なくとも前記補助光投光
装置の投光する補助光の投光パターンを示す投光パターン情報を取得することを特徴とす
る請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記取得手段は、前記補助光パターンに関する情報として、前記補助光投光装置の姿勢
状態を示す姿勢状態情報を取得することを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記判断手段により判断された補助光パターンの補助光を投光できる前記補助光投光装
置が存在しない場合に警告を行う警告手段を有することを特徴とする請求項１ないし３の
いずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　補助光を投光させて位相差検出方式の焦点検出を行う撮像装置と、該撮像装置と離れて
設置された少なくとも１つの補助光投光装置とを含む撮像システムであって、
　前記撮像装置は、
　前記補助光投光装置から補助光パターンに関する情報を取得する取得手段と、
　撮像画面における第１の方向の位相差検出を行う第１の検出部と前記第１の方向と直交
する第２の方向の位相差検出を行う第２の検出部の少なくとも一方の検出部を備えた焦点
検出手段と、
　前記撮像装置の姿勢状態を検出する第１の姿勢検出手段と、
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　前記姿勢検出手段により検出された姿勢状態に基づいて、前記焦点検出で用いられる検
出部に対応した補助光パターンを判断する判断手段と、
　前記判断手段により判断された補助光パターンの補助光を投光できる前記補助光投光装
置に補助光の発光指示を行う指示手段と、を有し、
　前記補助光投光装置は、
　所定の投光パターンで補助光を投光する発光手段と、
　補助光パターンに関する情報を前記撮像装置に伝達する伝達手段と、
　前記指示手段による発光指示を受けて補助光を前記発光手段に発光させることを特徴と
する撮像システム。
【請求項６】
　前記補助光投光装置は、前記補助光投光装置の姿勢状態を検出する第２の姿勢検出手段
を有し、前記伝達手段は、前記補助光パターンに関する情報として、前記第２の姿勢検出
手段で検出された姿勢状態を示す姿勢状態情報と、前記発光手段の投光パターンを示す投
光パターン情報とを前記撮像装置に伝達することを特徴とする請求項５に記載の撮像シス
テム。
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